
次　回
９月５日の
例　会

　皆さんこんにちは。
　２週間ぶりの例会なので、皆さんとお会いするのが懐かしい気が致します。暑い日が続いてお
りますが、夏休みはどのように過ごされましたでしょうか。
　12日には三島に於いて第二分区の第一回会長幹事会が行われ、公式訪問の話が主体でしたが、
アシスタント・ガバナーより、地区からのメール等での連絡は、ガバナー事務所かエレクト事務所からなのかを確認
するよう話がありました。地区では既に次年度が始動しているんだと感じさせられたしだいです。
　また、前年度まで、我がクラブの会員であった生野旭さんが16日にご逝去されました。
　生野さんは1971年５月に入会され42年間在籍されておりましたが、その間、23代会長を務められる等クラブに貢
献頂きました。また、周年行事や一泊例会等で写真を撮ってくださり、メンバーの思い出作りをしていただいたこと
が想い出されます。
　挨拶の途中ですが、ここで生野さんのご冥福を祈り黙祷をささげたく存じます。皆様よろしくお願い致します。
　さて、18日から今日までを「蒙霧升降」（のうむしょうりゅうす）といい、残暑が厳しい時候ですが、朝夕の空気
は涼しくなり、早朝、森や水辺などでは白く霧が立ち込める様子がみられます。春にも同じことが
起きますが、こちらは霞と呼ばれます。
　明日の23日からは二十四節季の「処暑」で、処は止まることを意味しており、ようやく暑さが収
まってきたことを表し、この頃から、だんだんと過ごしやすくなってまいります。
　24日は、富士山が世界文化遺産に登録されて最初の富士山一斉清掃が行われます。多くの方の参
加をお願いします。
　26日には、日本三奇祭のひとつであります北口本宮浅間神社火祭り（鎮火祭）が行われますが、
山じまいとともに秋がおとずれてくれることを期待しております。

会長挨拶用
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第2291回　例会プログラム

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

御殿場ロータリークラブ
国際ロータリー2620地区

週報
●例　会　場／名鉄菜館　●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／心をあわせて
●内　　　容／世界遺産構成資産　須走冨士浅間神社の由来
　　　　　　　須走冨士浅間神社　宮司　田代隆昭様

●会員誕生日／９月１日　臼井良太君
　　　　　　　９月１日　渋谷　一君
●夫人誕生日／８月31日　小野篤之君　ご夫人　茂子様　
　　　　　　　８月31日　土屋闊正君　ご夫人　卓栄子様　
　　　　　　　９月２日　池谷正徳君　ご夫人　潤子様
　　　　　　　９月４日　根上眞一君　ご夫人　淑子様
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Engage Rotary Change Lives
ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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★12 ： 30点鐘
★ホテル御殿場館21
★クラブ協議会（第２回）
　全員

59名 58名 47名 81.03％ 100％
会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に

用いた会員数
前々回の
確定出席率

欠席者（11名） 秋田悦夫君・石川又英君・神谷高義君・勝又　洋君 
根上眞一君・斎藤　衛君・斉藤礼志君・芹澤正明君
渋谷　一君・豊山　篤君・内海隆治君

長泉 R C

裾野 R C

裾野 R C

裾野 R C

７月24日

８月２日

８月２日

８月２日

林　則夫君

神谷高義君

斎藤　衛君

豊山　篤君

8/1のメーキャップ8/22の出席報告 ※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。



司会　勝又英和君司会　勝又英和君
ソングリーダーソングリーダー
勝又博文君勝又博文君 出席報告　山内強嗣君出席報告　山内強嗣君

勝又　敏雄
橋本　喜市
渡辺　修司
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　ＲＩが毎年１月にガバナー・エレクトを招集して、一週
間勉強会を開きますが、会場入り口に掲げてある言葉が、
「入りて学び、出でて奉仕せよ」であります。これを基
に、いくつかの言葉をご紹介します。
元ＲＩ会長のジョン・ケニー氏の主張
１.ロータリアンは、倫理観の優れた、意志力の強い、人間
愛に満ちた人々であること。

２.ロータリアンとは厳選されて入会を許された人々であ
り、その職業を通しての奉仕を行い、個人の力は小さい
が、まとまれば非常に大きなことができるということを
知っていること。

３.ロータリークラブはクラブ独自の自治権を有しているの
で、各クラブで何が最も有意義な奉仕であり、その効果
は人々に幸せをもたらすのかを決めなければならない。

４.ロータリーの第二の奉仕部門、即ち、職業奉仕を重視す
ること。

　もう一度職業奉仕を見つめ直さないと、明日のロータ
リーは無い。今日のロータリー観が間違っていれば、明日
は無い。と言っているのです。
多田パストガバナーからの会員増強とロータリー 
１.人生の良き友を得ることが出来、自分を向上させてくれ
た、まさに人生道場である。

２.ロータリアンは自己犠牲と自己向上の精神を持ちあわせ
てこそ信頼と尊敬の念を勝ち得ることができる。超我の
奉仕の重要性。

３.無理をした数合わせの会員増強は意味がないどころか、
ロータリーそのものを劣化させてしまうので、その地域

にいる、ロータリアンにふさわしい人物を掘り出すこと
である。

４.ＲＩは「ねばならない」「あるべき」等の用語は極力避け
ている。「推奨」をよく用いるが、このことこそ「Ｉ 
serve」の精神を物語っている。

安部2620地区パストガバナーの言葉
（ロータリーの友４月号掲載）
　『「良い人間社会、幸せな人づくり」と言うロータリー
本来の理想に立ち戻り、成果をあげることがクラブを元気
にする基本。会員減少という現実を時代の流れと看過せ
ず、進んでロータリークラブを立て直し、さらなる発展に
つなぐことが自分を見直す好機。仲間を増やしクラブ再建
に努力することが、ロータリーの真髄につながる「やり甲
斐ある奉仕」になる。
　ＲＩのルールを鵜呑みにし、惰性的に実績の見えない活
動を前年度踏襲で繰り返し、活動成果の確認、改善もなく
報告書を飾って終わり。そんなむなしさが有意な会員の失
望を買い、ロータリー衰退の原因となる。
　進んで例会に出席したくなるほどの魅力ある例会の演出
に努め、例会結果の反省・改善を図れば、それだけで出席
率は向上しビジターも増える。
　人間として経営者として成長し、事業が繁栄を続けるこ
とで地域に役立てば、それがすでに奉仕。
　「事業経営の手法をロータリーに、ロータリーの心を職
場に」を活かしながら、その案内役となるロータリークラ
ブとなりたいもの。
　地域や会員の人生に大きく役立つ魅力あるクラブ、他人
にも勧めたくなるクラブづくりをやろう。
　マンネリからの脱却方法は、会員の自覚と努力だけ。活
動目標の選択に苦労しているクラブは、クラブをあげて
「良い地域社会づくりに役立つ自分づくり、人づくり」に
取り組んだらよい。「自己人生の完成と、住みよい世界、人
類の幸福」の実現に努め、仲間を増やそうではありません
か。』

会員増強について
会員増強委員長

望 月 　 茂 君

★2013年９月　御殿場ＲＣ例会プログラム★
月　日 時　間 会　場 内　　容 担当及び卓話者

（2292回） 12：30 クラブ協議会（第２回） 全員ホテル御殿場館21９／５

（2293回） 12：30 新世代のための月間に因んで
～｢町の教育現場の現状と課題｣～ 小山町教育長 天野文子様名鉄菜館９／12

（2294回） 12：30 ガバナー公式訪問 国際ロータリー第2620地区ガバナー
志田洪顯様ホテル御殿場館21９／19

（2295回） 12：30 生命保険と相続（遺言） ㈱ライフプラザパートナーズ
笹渕伸央様名鉄菜館９／26

司会　勝又英和君
ソングリーダー
勝又博文君 出席報告　山内強嗣君

皆出席(左から)
内海宣彦君
藤田昇司君
臼井良太君 8月24日、27名で富士山一斉清掃に参加しました。


